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文化財の防災計画に関する研究（①保修05-12-2/5）

目　　的

自然災害による文化財被害は甚大であり、復旧には多大な労力と時間を要する。我が国では自然災害の発

生予測が難しいうえ、発生後すぐの救援はほぼ不可能である。そのため、「減災」の方向性を探ることが他

分野よりも求められている。本研究課題では「地震・津波」を対象に下記の調査研究を進め、文化財の減災

に必要な研究成果を提供する。

成　　果

平成24年度は、１．東日本大震災被災文化財に関する研究では、東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援

委員会として警戒区域内での文化財救援活動を実施するとともに、他県での救援文化財一時保管場所につい

て温湿度・生物環境に関する調査を実施した。また、津波水損文化財を対象に修復方法に関する実験を行っ

た。２．文化財の地震対策に関する研究では、石造文化財について石造多層塔の現地調査や石灯篭の振動台

実験を行った。

１．東日本大震災被災文化財に関する研究

文化財レスキュー活動が緊急事態を脱したなか、被災文化財の安定収蔵に向けて調査研究を行った。

・東京電力福島第一原子力発電所事故により設定された警戒区域内の文化財を救援するため、東京文化財

研究所が中心となり救援活動を実施した。また、活動にあたり必要な情報提供を行った。

・一時保管施設の保存環境調査：釜石市の中学校跡や陸前高田市立博物館（旧生出小学校）などでカビ発

生状況の調査を行うとともに、石巻文化センターや旧東北歴史資料館浮島収蔵庫における温湿度調査を

継続した。

・気仙沼市で救援された具足（個人蔵）や鹿嶋市龍蔵院の仏画などの応急処置・修復に関する研究を進め

た。

２．文化財の地震対策に関する研究

東日本大震災にて多数の被害報告があった石灯篭を対象に、今まで実施された地震対策について振動台実

験による評価を行った。また、輪王寺慈眼堂廟塔附石造六天像、宝積寺九層石塔（大山崎町）など石造文化

財の現地調査を実施し、地震対策の必要性について考察した。
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